
東北農業研究（TohokuAgriOt ResJ　31・9－10（1982）

飼　料　用　外　国　稲　の　特　性

3　　生　育　収　量

佐々木武彦・阿部　真三・松永　和久・丹野　耕一

（宮城県古川農業試験場）

SuitabilityCharaeter Surv甲Or Forelgn Rice Varieties ror8Fora酢Crop

3．0rowth habit and grain yield

Takehik。SASAKI，ShinZ。ABE．Kazuhi的MATSUNAGA and Koichi TANNO

（Miyagi Prefectural Furukaw8AgriculturaL E叩e・imeElt Station）

1　は　し　が　き

米の過剰生産に伴い，水田に稲以外の作物を作付する施

策が行われている。しかし，低湿田で排水不良なため，稲

以外の作物の作付が困難な水田が少なくないので，このよ

うな水田に作付する作物として飼料用稲が求められている0

飼料用稲の具備すべき特性としては，低コスト生産を可能

とするために多収性と安定性が重要であり，また殻実は食

用品種と識別できることが好ましいと考えられている2）○

このため，飼料用楢としての適品種の選定や開発に当たっ

ては，外国相に対する期待が大きい。

本報告は，設実利用を主とする飼料用稲品種として，又

はその育種素材として，注目されている列国稲品種につい

て．東北地方に対する適応性を持つかどうかを，栽培特性

と収量性の面から調査した結果である。

2　■試　験　方　法

調査した品種は，旧農事試験場作物第7研究室から配布

された外国稲で．第1の，2報1）で供試した品種と同じで

ある。試験年次は1981年で，試験場所は宮城県古川農業試

験場の水田開場である。4月15日に，みのる式苗枠に播種

し，トンネル折衷苗代において苗を養成した。移植は，5

月21日に，4．5葉苗を1株1本槍で，栽植密度はポ当たり

27．8株である。施肥は，8当たりで，堆肥100晦，化成肥

料（12－18－14）を窒素成分で0．5吻全量基肥として施用

した。試験区は，1区2．16戒で，無反復である。

収量の調査は，脱拉しやすいため普通の刈取収穫に耐え

られない品種が多かったので，平均的な穂数の株を，1品

種当たり3株選び，その穂を切り取り調査した。耐倒伏性

と障害不稔の程度は成熟期の観察によった。脱拉性は成熟

期に穂を手のひらで握った際の脱拉程度で判定した。

供試品種の中．半壊性インディカ品種では，IR36．IR

追．IR50，Rt－9－3，裡里342号，大粒種では8025，BG

26の各品種が，苗代で枯死したり，出穂が過晩で収穫皆無
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に近かったので，調査結果の表から除外した。

3　結果　と考察

供試品種の中．半壊性インディカ品種は熟期が晩く，東

北地方の中生品種並に出穂する品種は少なかった。繹長は

冷夏の影響もあって劉cm以下で，稔は出すくみ状態の品種

が多かった。粗玄米収量は，収穫皆無のため除外した5品

種を除いた平均値でも，日本の東北地方における標準的な

比較品種の50％程度であった。障害不稔の発生程度は，他

の品種群と比較して一段と多く，脱粒性も極易の品種が多

かった。半壊性インディカ品種は．関東・北陸以西ではか

なりの多収性を示す事例が報告されている2）。しかし，前

報までの結果もわと以上の結果を総合すると，冷涼な東北

地方には適さない不利な特性が多く，たとえ多収性の素質

を持つとしても，育種素材として利用することも容易では

ないと考えられる。

次に，イタリアの大粒品種は，熟期が東北地方の中生に

相当する品種が多かった。悍長は長く，穂重型で，耐倒伏

性は長梓の割には弱くないものが見られた。’粗玄米収量は

日本稲の比較品種には及ばないが，半壊性インディカ品種

より多く，日本稲にはば匹敵する収量の品種もあった。脱

粒性は易の品種が多く，障害不稔も日本稲より多めの品種

が多かった。多収事例があると云われ注目を集めているア

ルポリオJl，同JlOl・4）の粗玄米収量は，大粒品種の中

でも少ない方で，日本稲のトヨニシキのはぽ60％程度であ

った。この大粒品種の中では，Romeoの特性が比較的欠

点が少なく，耐冷性，強梓性，耐病性，脱拉性などは東北

地方の実用品踵としてもはば満足できる水準であるので，

大粒種の育種素材として利用しやすいと考えられる。

中国のジャポニカ品種は耐倒伏性，耐冷性が不充分で，

粗玄米収量も少なく，育種素材として利用しうる特性は特

に見当たらなかった。

以上の結果，供試した外国稲品種の中では，東北地方に

おける既存の食用品種以上の収量性と安定性を持ち，飼料
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生　育　収　量　特　性　一　覧　表

分　　　 類
特　 性 出 穂 期 樺　 長 穂　 長 穂　 数 粗 玄米重 千 位 重

脱 粒 性

（姦‾易 ）

不 稔歩合
耐倒伏性

品 種 名 （月 ・日） （cm ） （cn ） （本／株 ） （牙／虎 ） （才） （％）

l

半 壊 性

嶺　 南　 早　 生 8．2 5 4 1 18 ．9 8 ．7 2 9 9 1 9．3 5 2 0 ○

維　　　　 新 9． 2 4 9 1 9．7 1 2．5 3 0 2 2 1．1 5 10 （⊃

魯　　　　 豊 8．2 2 4 5 20 ．7 9．2 4 5 5 2 2．5 3 1 5 ○

密 陽　 2 1 号 8．1 8 4 7 1 8．4 7．2 4 3 8 1 6．6 2 30 ○

密 陽　 2 2　 号 9． 5 4 5 2 0．4 6．4 13 9 2 6．2 5 4 ○

密 陽　 3 0　 号 9 ． 1 49 1 8．3 1 2．2 2 8 4 1 5．3 4 2 5 ○

インデ ィカ品 種 水 原 26 4　 号 8 ．2 7 4 7 2 0．9 1 2．2 3 2 5 1 9．9 1 1 0 （⊃

農　 杜　 4　 号 8．2 8 5 6 19．4 9．8 3 1 1 1 9．7 5 5 ○

I E ．P 8 ．3 0 5 1 16．8 1 0．8 2 5 9 1 6．8 5 10 ○

壊　 脚　 南　 特 8 ．2 5 5 8 2 1．8 1 0．3 14 4 2 1．1 5 2 0 ○

南　 京 11 号 8．＿2 7 5 2 2 0．8 7．7 4 4 0 2 0．5 5 10 ○

平　　 均 8 ．2 8 4 9．0 19．6 9．7 30 8 19．9 4．1 14．5

イ　 タ リ　 ア の

アルポ リオ J l 8 ．1 9 9 0 16 ．5 7．2 30 3 3 5．5 4 8 ∠ゝ

アルポ リオ J lO 8 ．1 9 9 0 17．8 6．6 2 78 3 2，1 4 8 ∠ゝ

B o 皿n i 8．1 1 7 9 19 ．7 4．5 3 36 2 9．0 3 15 ∠ゝ ～ ×

T i（；in e S e 8 ．1 8 8 3 15 ．9 5．4 43 5 2 3．0 3 5 ∠ゝ

址 0 n ti O e lli 8．1 9 9 5 20 ．7 4．4 4 1 5 22．3 3 5 ∠ゝ

大　 粒　 品　 種 1 8 0　 29 3 8．2 1 8 7 19 ．3 4．6 3 5 7 26．2 2 8 ∠ゝ

R a f fa 〇日o 8．1 7 8 0 18 ．9 7．5 4 5 7 22．3 4 10 ∠ゝ

R o ln e O 8．1 9 8 7 20 ．0 6．2 4 9 3 28．6 2 5 ∠ゝ

R a Z Z 8　7 7 8．1 3 10 0 19 ．5 8．5 5 5 0 29．5 3 10 ×

平　　 均 8 ．1 7 8 7．9 18．7 6，1 4 0 3 2 7．6 3，1 8．2

中　　 国　　 の

紅　 旗 16　 号 8 ．2 7 70 10 ．7 10．7 4 4 8 20 ．1 1 5 ∠ゝ

延　 系　 20　 号 8 ． 9 8 6 8．6 8 ．6 4 7 3 1 9．8 1 5 ×

墾　 豊　 6　 号 8 ．2 1 7 2 8．8 8．8 4 8 1 2 2．5 1 5 ∠ゝ

ジ ャポ ニ カ品 種

日 本 の

K y o h o S 8 ．2 0 8 1 9．0 9．0 3 9 4 2 1．3 1 5 ∠ゝ

台　 農　 6 7　号 9 ． 4 90 6．6 6．6 2 2 2 1 7．5 4 4 0 ∠ゝ

○

平　　 均 8 ．2 2 7 9．8 16．3 8．7 4 0 3 2 0．2 1．6 1 2

ア キ　 ヒ　カ リ 8．1 2 8 4 19．2 7．9 5 6 0 2 2．0 1 5

サ サ　 ミ　ノ リr 8．1 5 86 18．4 1 3．1 5 4 9 2 2．7 1 5 ∠ゝ

棲　 準　 品　 種 ト　ヨ　ニ　 シ キ
8．1 8 l 8 4

19．7 9．9 5 8 4 2 0．1 1 5 ○ ′）∠ゝ

平　　 均
8．1 5 い 4 ．5

19．1 10．3 5 6 4 2 1．6 1 5

用として直ちに利用できる品種は見当たらなかった。限ら　　　もち病抵抗性．東北農業研究　31，7－8（1982）．

れた外国稲品種の検討結果ではあるが．東北地方において　　2）秋田重誠．飼料用稲に関連する試験研究の現状と問題

は，飼料用相（穀実用）としては，当面，食用品種の中か

ら選定して利用するのが妥当と考えられる。
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